
アクションカードを使った研修

1

アクションカードを配布し、カードに記載された
役割を裏面の注意事項を参考にしながら行う。

緊急事態発生！

大丈夫!?

監修：獨協医科大学小児科学 主任教授 吉原重美

誰か来てください！



緊急時の対応
（アクションカードを使った研修）

管理職 「管理」発見者 ｢観察｣

教職員Ｃ・D ｢連絡｣

教職員 A・Ｂ ｢準備｣

教職員 E ｢記録｣
教職員Ｆ・G ｢その他｣

・子供から離れず観察
・助けを呼び人を集める
・緊急性の判断

・緊急対応マニュアルの準備
・ＡＥＤ、エピペン®の準備

・救急車を要請する
・保護者への連絡

・それぞれの役割分担の
確認及び指示

・時系列で処置を記録
・ほかの子供への対応等

① ②

③

④

⑤
⑥

※教職員の人数によって適宜役割を割り振って行ってください。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　役割分担には、観察、準備、連絡、管理、記録、その他の役割があります。
　
　発見者は、学級担任がなることが多いと考えられますが、誰でもなり得ることを想定しておきます。発見者は、子供から離れず観察しながら、人を集めます。

学校によって大声で呼ぶ、他の児童生徒に呼びにいかせる、非常ベルなどを検討し、適切な方法で訓練します。集まった人に的確に役割を指示します。

　管理職は現場に急行し、それぞれの役割の確認及びその場の指揮をとります。

　準備係は、緊急時対応マニュアル、エピペン、ＡＥＤ等を準備します。
　連絡係は、救急車を呼び、管理者に連絡します。
　記録係は、時系列で処置を記録します。また、5分ごとに症状を記録します。
　その他にも、ほかの児童生徒への対応や救急車の現場への誘導があります。
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